
【ベトナム―サービス】

山 田 コ ン サ ル 、 ハ ノ イ 支 店 設 立 の 式 典 を 開 催

　市場調査や企業の進出戦略などを支援する山田コン
サルティンググループ（東京都千代田区）は22日、ベ
トナム現地法人ハノイ支店の開設セレモニーを実施し
た。同社は、昨年６月の現法「山田コンサルティング・
アンド・スパイア・ベトナム」（ホーチミン市）設立に
続き、今年６月にハノイ支店を開設した。

　現法設立後１年でハノイ支店を開設したのは、米中貿
易摩擦などを背景に北部への進出企業の増加が加速し
ているため。併せて、2014年に設立した同社と出身母体
を同じくする山田グループの税理士法人・山田＆パート
ナーズ・ベトナムの移転拡張を行った。グループのベト
ナム法人は計25人体制という。
　レセプションに先立ち開催したセミナーでは、山田＆
パートナーズ・ベトナムの公認会計士で代表の前田章吾
氏が、税務管理法改正のポイントや今後の税制改正案の
動向など最新情報を解説。山田コンサルティング・アン
ド・スパイア・ベトナムの淺野英治社長は、米中貿易摩
擦がベトナムに与える影響と、北部の製造環境から市場
参入に関する検討ポイントなどを説明した。
　山田コンサルティンググループの増田慶作社長はレ
セプションで、税務を母体に持つコンサル企業としての
強みやアジア各地に広がるネットワークを生かしてい
くとあいさつした。同社は16年にシンガポールを本拠
とする調査会社スパイア・リサーチ・アンド・コンサル
ティングを買収して以来、海外進出を本格化しており、
アジアにはベトナム２拠点のほか、シンガポール、中
国、タイ、インドネシアに拠点を置く。

【ベトナム―食品】

域 内 の 砂 糖 関 税 撤 廃 、 業 界 の 保 護 策 も 検 討
　ベトナムは来年１月１日から、東南アジア諸国連合
（ＡＳＥＡＮ）加盟国からの砂糖輸入関税を撤廃する。
当局は国内製糖業界への影響を注視する方針だ。ベトナ
ム国営通信（ＶＮＡ）が21日に伝えた。
　関税撤廃は、ＡＳＥＡＮ自由貿易地域（ＡＦＴＡ）に
基づくＡＳＥＡＮ物品貿易協定（ＡＴＩＧＡ）にベトナ
ムが批准したため。政令23号（23／2019／ＴＴーＢＣ

Ｔ）によると、関税撤廃の対象は、輸出入統計品目番号
（ＨＳコード）上４桁が「1701」の品目になる。
　商工省は、関税撤廃後の国内製糖業界への影響を小さ
くするため、農業・地方開発省やベトナム砂糖協会と連
携を強化すると説明。急激な輸入量の増加があった場合
は、貿易救済措置の導入など対応策を取る方針だ。

【ベトナム―農水】

ダ ク ロ ク 水 産 、 最 新 技 術 で ロ ブ ス タ ー 養 殖
　ベトナム中南部フーイエ
ン省のダクロク水産社は、オ
ーストラリア科学産業研究
機関（ＣＳＩＲＯ）の水産部
門と合意した最新技術の導
入支援を受け、ロブスター養
殖を行っている。これによ
り、以前と比べて３～４カ月
早い収穫を見込んでいる。21
日付ダウトゥ電子版が報じ

た。
　ダクロク水産のレ・ヒュー・ティ副社長によれば、現

在、同社では循環ろ過養殖方式（ＲＡＳ）を導入して陸
上に設置した18のいけすで、約2,000匹のロブスター
を養殖している。ＲＡＳは、陸上養殖で水質管理やロブ
スターなど魚介類の健康管理が良好に行えるとされて
いる。これまでに、６カ月で１匹当たり300グラム程度
まで成長しており、伝統的な方法よりも３～４カ月早く
収穫できる見込みという。
　ＲＡＳ養殖は全国初のプロジェクトで、科学技術省の
技術革新計画に含まれる「国家レベルの科学技術テー
マ」と位置付けられている。効果が確認できれば、フー
イエン省内外の養殖業者に技術を移転する計画だ。
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